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読書の効果 

読書は、人類が獲得した文化であり、あらゆる分野

が用意され，簡単に触れることができます。読書習慣

を身に付けることは、国語力を向上させるばかりでな

く、一生の財産として生きる力ともなり、楽しみの基

ともなるものです。 

「読書の脳への影響」で検索すると、次のような内

容のサイトに数多く出会います。 

 

【読書が脳に良いとされる主な理由】 

✔ ストレスの解消に繋がる 

✔ 語彙力が向上する 

✔ 集中力が向上する 

✔ 記憶力が向上する 

✔ 想像力の促進に繋がる 

✔ 教養と知識を獲得できる 

✔ 感情理解と共感の向上に繋がる 

✔ 認知能力が向上する 

【読書によって向上する可能性のある主な能力】 

✔ 共感能力の向上 

✔ 創造力の養成 

✔ コミュニケーション能力の向上 

✔ 語彙の拡大 

✔ 年収向上の可能性 

✔ 知識の増加 

✔ 直接対面しない学び 

✔ 最適なストレス解消法 

【読書がもたらす脳への長期的な影響】 

□ 言語理解の向上    ⇒左側頭葉の活性化 

□ 記憶力の強化      ⇒海馬の活動促進 

□ 集中力と注意力の向上   ⇒前頭葉を刺激 

□ 認知能力の向上 ⇒複数の脳の領域を活性化 

□ ストレスの軽減  ⇒リラクゼーション効果 

□ 創造力の促進 ⇒新しいアイデアや視点を生み出す力 

□ 感情理解の深化   ⇒社会的スキルの向上 
 

小学生から高校生の 10 年にわたる追跡調査データから「読書」を読み解く  

｢読書をしない｣子供は 10 年前と比べて 1.5 倍に増加 

スマホ時間と読書時間は逆相関関係があり、 

読書 0分の子は語彙力・読解力が低い傾向 
 

左下の枠囲みは、東京大学社会科学研究所とベネッ

セ教育総合研究所の共同研究「子どもの生活と学び」

研究プロジェクトがまとめた結果の総括です。 

主な結果分析を紹介します。 

１）読書行動の実態 

①１日の中で読書をしない（０分）層が増加 

2024年 ５２.７％  

  1.5 倍増 
2015年 ３４.３％ 

②いずれの学校段階でも読書時間は減少傾向 

２）スマホ使用の影響 

①スマホの使用時間は大幅に増加 

１日あたりのスマホ使用時間 

小４～６ 中学生 高校生 

２２．４分増 ５１．９分増 ４２．５分増 

②スマホ時間が長いと読書時間は短い（小・中学生） 

2022 年に小４だった子供を小６まで追跡した結果 

小４のスマホ時間が長い 

⇒小６の読書時間が短くなる 

３）語彙力・読解力との関連 

①読書時間が長い子供ほど語彙力が高い傾向 

②一定の時間の読書が読解力と関連（中３、高３） 

読書時間「５～15 分」「30 分」の層の子供の読解力

の得点が高い 

４）保護者の影響 

①保護者が学んでいると子供も読書をする 

読書をしない（０分）比率(％) 

｢自分の能力を高める勉強をする｣保護者の子供 48.9 

｢自分の能力を高める勉強をしない｣保護者の子供  56.0 

②保護者が読書の大切さを伝えるほど子供は読書をする  

読書をしない（０分）比率 

｢本や新聞を読むこと｣の大切さを｢伝えている｣ 44.0 

｢伝えていない｣ 67.9 

 

読書に効果があることは分かっているのに、読書を

しない理由には、時間的なこと、興味や関心、習慣や

環境などを挙げる人がいます。短時間でも読解力が上

がるという調査結果もあります。10分間の朝読書の時

間も上手に活用しましょう。 
 

<英国の大学の研究> 

たった６分間の読書

でストレスレベルが  

約 60%まで低下。 


